
















































教科 科目 第 1学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年
修身 国民道徳 同 じ 2同 じ 2同 じ 2 同 じ 2 同 じ
10 話読方方綴書方
1) 
8 読方綴方国語 同 じ 8同 じ 7 同 じ 7 同 じ
国民科 話方
国史 2 国史の大 2 同 じ
1 察郷土の観
？ — 要地理の大地理 2 同 じ要




理科 同 じ 1同 じ 2理科一般 2 同 じ 2 同 じ
（備考） 1時限の授業は40分。
(2)国民科におけ「郷土の観察」の位置





























生地である， 2. 郷土は祖先の土地である， 3. 郷土は自然と人間の融合体である， 4.郷土は
⑬ 




教材の配列は， 1 . 展望， 2. 学校， 3. 山。川・海など， 4.気候， 5 . 産業， 6. 交通，
7 . 村や町， 8.神社と寺院， 9.史蹟，となっており，項目別である。しかし，実際の指導に
当っては，このような抽象的な題目を避け，具体的実際的な題目にすべきであると注意を述べて
⑭ 















各 説 科目数 教材数 各 説 科目数 教材数
1. 展 望 2 2 6 交 通 7 13 
2. 学 校 3 5 7 村や町 5 5 
3. U! ・JI I・洞 10 15 8. 神社と寺院 14 21 
4. 気 候 20 35 9. 史 蹟 6 8 













科 目 教 材 科 目 教 材
よみかた四 十四ゆうびん 初等科図画ニ 私たちの郷土
初等科算数二 私タチノ村 （男子・女子用）
初等科算数三 正一君ノ村 初等科工作一 10 村




























地名しらべ (1) 2. そして観察する態度を涵養する。 る。
月 3. 地上物について話合う。 2. 屋上にて。
4. 郷土帖の使用法を教える。 3. 天気の継続的観察
















1. 個人作業をやらせる。 1. 画板






1. 歴史に触れる。 1. 郷土地歴地図
海外の関係，古代の大阪
四天王寺と (2) 
2. 阿部野橋は南海平野線省線等の会合点 2. 各自が描いた絵地図を








(1) ダー 等。 3. 用語を与える。
2. 信貴山の歴史
3. 航空路
1. 金剛山の高さ 1. 郷土地歴地図
金剛山とそ (1) 
2. ニ上山火山群の存在 2. 各種写真
















月 町の商店 (2) 
どの通りに多いか。 2実地に歩かせる。
2. 家のつくりにはどんな種類があるか。 3. 農家にも注意させる。
3. お寺がどの辺に多いか。 4用語を与える。
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1. 自分の家の町名番地は 1. 郷土の白地図を用意す
私の家 (1) 2地図に各自の家を記入させる。 る。
3家の構造，家紋を郷土帖に書かせる。 2. 教室にて。













5. 露天市場はいつの日か。 3. 整理と話し合いに次の
1時間を充当する。
1. 惑想を発展させる。 1. 教室にて。
1] 2. 町の特色はどんなところにあるか。 2. 用語を与える。
1. どんなところに工場があるか。 1. 大日本紡績株式会社平
2. 自動機械を見学 野工場を見学する。
3. 働いている人々 2行幸を仰ぎ奉った工場
紡績工場 (2) 4原料はどこから来るか，製品はどこへ であること，平野が綿
送られるか。 作りの中心であること。
月 5. 他の工場はどの辺に多いか，又どんな 3. 記帖は防諜関係からさ
工場か（観察のみ） せない。
1川の様子を観察させる（上流，中流， 1.1時間・・観察 I ！ 
下流，右岸，左岸，樋等） 2. 1時間 ・亀教室学習








月 と比較させる。 I 






1. 御陵参拝をどこどこしたか。 1. 遠足と連絡
1 
御陵
2. 御陵の名称は 2. 郷土地歴地図を用意す
(1) 
3. どの辺に御陵が多いか。 る。
月 4. 御聖徳を偲び奉る。 3御陵の御写真




大阪城 (1) 2. 豊太閣と大阪城の関係は 3城の写真
3. 市民と大阪城は 高津宮の写真
1 1. 大阪市はどこからどこまでか，広さ。 1. 大阪市地図
2. どんな区があるか。 2高津宮の写真
月 3. 区役所。市役所はどこにあるか。 3. 用語を与える。


















I ベ 3. それらはどこへ行くか。 図
I 4沿線の名高いところはどこどこか。 3. 用語を与える。
1. 大阪府の広さは 1. 大阪府地図
3 
2. どんな郡や市があるか。
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(10) 「自然の観察」は第 1期（初等科 第 1。2学年）では，算数と未分化的な度合いが強く，
第 2期（初等科 第 3学年）は，独立して 1時間の毎週授業時数が配当されている。
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(1972) : 『学制百年史（資料編）』帝国地方行政学会， p.116。
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